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久本山熊野森ナショナルトラスト
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事務局 伊中 866-7005

日]本寸  866-5569

10月 のご案内

10月 14日 (土)多 文化フェスタみぞのくち参加

H時～15時、ノクティ2(メL井)屋上広場、ぜひいら

してください !(雨天時は11月 11日 )

外国の踊 りや音楽、エスニック屋台、フリーマーケッ

トありの楽 しいお祭 りです。

※協力のお願い

手伝って下さる方は事務局までご連絡下さい。献品し

て下さる方は11時 に屋上広場までご持参下さい。

10月 15日 (日 ) 久本山熊野森歴史散歩

～みんなで歩 こう ふるさと再発見～

9時50分久本神社集合、10時出発～12時、日j天延期

講師 :平井岩男氏

久本神社→横穴 。大日谷戸→旧岡家→あめ屋の庚申塔→上

の杉山社→神明社跡 (旧久本神社)→久保台公園→江戸見

桜→ターザンの樹→堂坂・札場→増福寺→杉山神社→ごみ

ょうまえ (解散)

高津区地域教育会議調査研究委員会と共催です。 ″

どなたでも参加できます。申し込みはいりませんt

当日、集合場所にお集まり下さい。

今後の予定

11月 26日 (日 )公道と龍台寺の竹垣つくり

12月 10日 (日 )久本山熊野森フェステイバル
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